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知的障害特別支援学校における余暇の授業実践†

山田有輝也＊・前原　和明＊＊　

秋田大学大学院教育学研究科（大学院生）＊・秋田大学大学院教育学研究科＊＊　

　特別支援学校において，余暇教育に関する支援や教育が行われているが，卒業後の職業生活
への移行を焦点においた余暇教育は十分に行われていない．本研究では，雇用への移行を目指
す知的障害特別支援学校高等部の生徒を対象として，余暇の重要性を教授する実践を行った．
授業実践では主に現在の余暇の過ごし方を振り返り，「余暇の重要性の認識」と「余暇を行う
ために必要な力」について考える活動を行った．授業後の生徒のリフレクションには，「日々
の仕事に否定的な影響が出ないように，余暇を楽しみ，心をリラックスできるようになりたい」

「働き出してからも仕事と余暇のバランスを考えて生活していく」といったことが書かれてい
た．学校卒業後の職業生活に移行していくための余暇の支援について，さらなる研究や実践を
行っていくことが必要であると考えられた．

	 キーワード：職業生活，特別支援学校，知的障害，余暇，一般就労

Ⅰ　はじめに

文部科学省の「特別支援教育資料」（文部科学省，
2021a）では，特別支援学校生徒の34.4％が卒業後に
就職へと移行している．現在の障害者の雇用促進の社
会情勢を考慮すると，特別支援学校における一般就労
への移行に向けた指導は一層重要となっていくと考え
られる．

移行というと，あるステップから次のステップへと
階段のステップをのぼるようなイメージを持つ．しか
し実際は，職業生活の移行に付随する様々な活動を
含むプロセスとして捉えられる（Tooman,M.L., Grant 
Revell Jr,W. & Melia,R.P.，1988）．このように，移行
は，動的なプロセスである（Trach,J.S., Oertle,K.M. 
& Plotner,A.J.，2014）．また，移行支援は，その対象
となる人の生涯に渡る発達を支えるものと捉えること
ができる（Szymanski,E.M.，1994）．

この特別支援教育から社会への移行支援において，
移行支援に携わる支援者間の連携が不可欠である（八
重田・柴田・梅永，2000）．内海（2004）は，特別支

援学校における移行支援を充実させるために，「生徒
の移行支援計画の策定への主体参加」と「移行支援計
画を実行していくための仕組み及び環境整備」の必要
性を報告している．吉田ら（2008）は，社会への移行
に際して，職業リハビリテーション機関との連携の必
要性を指摘している．このような移行支援における連
携を考えると，特別支援教育から社会への移行支援に
おいては，両領域がオーバーラップして重なりあいな
がら支援を提供していくイメージの支援が有効になる
と考えられる．その一方で，特別支援学校の職業リハ
ビリテーション機関と移行支援の内容は，「職場開拓
への協力」や「進路指導・職業教育に関する助言」に
限られているという現状もある（国立特別支援教育研
究所，2012）．

卒業後の職場への定着に向けて支援を行う支援者か
らは，職業生活の安定に向けては，余暇支援などの生
活の安定によって，働くことが継続できるようにする
ことも重要との指摘もある（根本，2020）．実際，卒
業後の支援を担う福祉機関や職業リハビリテーション
を提供する労働機関においては，「職業準備性」（松為，
2006・2020）として，社会参加に際して，十全な職務
遂行をするために，この職務遂行を支える労働習慣（あ
いさつ，返事，報告，連絡，相談，身だしなみ，規則
の遵守，一定時間仕事に耐える体力など），対人技能

（感情コントロール，注意されたときの謝罪，苦手な
人へのあいさつなど），日常生活（基本的な生活リズ
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ム，金銭管理，余暇の過ごし方，移動能力など），健
康管理（食事栄養管理，体調管理，服薬管理など）と
いった生活に係る技能（ライフスキル）の獲得あるい
は配慮検討といった支援が不可欠との前提に立った支
援が行われている．

このように，特別支援教育では，卒業後のキャリア
発達を考慮した取組みを行うことが現実問題として重
要となり，円滑な社会への移行に向けた支援が行われ
ることが大切である．特に，余暇活動は，先に述べた
職業準備性のライフスキルの一部ではなく，ライフス
キルの維持，活用の全般に大きく関連する活動であり，
余暇を中心とした職業生活に関連する指導が特別支援
教育の中で行われることが重要であろう．

学校在学時の余暇に関する取り組みについて，「平
成30年度 特別支援学校学習指導要領解説総則編」（文
部科学省，2018）では，「単に生活のみが保障され，
仕事により賃金を得て，社会における役割を果たして
いくのみならず，学習，文化，スポーツといった生涯
にわたる学習や体験の中から生き甲斐を見つけ，人と
つながっていくことが必要」と書かれている．また，

「障害のある子供の教育支援の手引き」（文部科学省，
2021b）では，知的障害者の適応行動の困難さが挙げ
られ，このために「余暇利用などについて，その年齢
段階に標準的に要求されるまで至っていない」と記さ
れている．また，在学時の余暇指導は，「友だち同士
での外出を促すこと」，「本人の楽しみをつくっていく
こと」，「本人の居場所をつくること」，「活動するため
の情報の提供」の 4 つの役割があると言われている（安
田・丸山，2021）．このように，学校在学時から就職
後を見越した余暇指導を行うことは重要であろう．

これまで，特別支援学校において余暇指導は，関心
をもって取り組まれている状況がある．伊藤ら（2007）
は，全国調査から教科学習の中に，音楽や体育が取り
入れられ，余暇活動につなげる観点を持った教科学習
が展開されている状況を報告している．また，実践報
告として，村上（2021）は，特別支援学校高等部 2 年
生を対象として，家庭でできる余暇を増やすこと，他

者の余暇について興味を持ち，他者と過ごす時間の心
地よさを感じるなどのことを目指した授業実践を行っ
ている．このように，余暇指導に対する関心の高まり
から余暇を意識した実践が取り組まれている一方で，
その内容について，一般就労への移行に焦点をあてて
いるとは言い難い（山田・前原，2023）．卒業後は，
一般就労へ移行し，職業リハビリテーション機関や福
祉機関を中心とした支援に移行するにも関わらず，こ
の関係機関への移行を考慮した在学中の指導が十分に
は行われていないと考えられる．

そこで，本研究では，特別支援学校卒業後の一般就
労への移行を焦点に置いた学校在学時における余暇指
導の試行的実践について報告をする．

Ⅱ　方法
1.　実践の視点

本実践の視点は，「職業生活との結びつきを考えた
余暇の過ごし方を考えること」である．この目的に基
づき，授業内では，学校卒業後の余暇の過ごし方につ
いて生徒に考えることを促した．この活動を通じて，
生徒が余暇の重要性について知り，そのために必要な
事柄について意識を向けることを目指した．
2.　実践対象者，場所及び日時

A県にあるB知的障害特別支援学校高等部教室に
て，A知的障害特別支援学校 2 年生徒11名（男性 7 名，
女性 4 名）を対象とした．主に対象とした生徒は，卒
業後の一般就労を目指す生徒である．

2023年12月15日10時30分から12時20分の「職業・家
庭科」の授業 2 時間分において授業実践を行った．
3.　データ収集の方法
（1）生徒の振り返りシート及び授業内のワークシー
ト生徒が授業中に記述したワークシート並びに，授業
の終末に記述した振り返りシートを用いる．
（2）教員へのアンケート

授業を参観した教員 4 名に本実践並びに余暇の授業
実践に関するアンケートを実施した．アンケートの項
目として，「授業実践の成果と課題」，「余暇の授業を

表	1　全体計画
本時のねらい 学習内容

１
時
間
目

自らの余暇の過ごし方をもとに，学校卒業
後の「余暇」の意味について考え，記述す
ることができる．

自分の行っている余暇を記述し，これらの
余暇が，どのような意味を持っているのか
考え，表現する．

２
時
間
目

現在の余暇を基に，卒業後にやってみたい
ことを考え，そのために必要なことについ
て表現することができる．

現在行っている余暇を基に，将来の余暇に
ついて考え，卒業後に楽しむためにはどの
ようにしたらよいのかについて表現する．
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行うにあたっての工夫や考え」の 2 点を設定した．
4.　手続き

実践対象者は，A特別支援学校卒業後に一般就労を
目指すクラスで学習に取り組んでいる．本実践では，
表 1 の全体計画に基づく授業実践を行った．
5.　倫理的配慮

A特別支援学校の管理職に承諾を得て実施した．授
業開始前にも個人が特定されないよう使わせていただ
くことを口頭で説明した．

Ⅲ　結果及び考察
1.　実践の実際
（1）1 時間目の授業実践

1 時間目の授業では導入で，社会人の一日のスケ
ジュールを提示した．今回の授業では，睡眠時間を除
く他の自由に使える時間を「余暇」とすることを伝え，
スケジュール表を見て，計算をし，余暇時間が仕事を
している時間よりも多いことを確認した．

その後，現在行っている学校以外の時間の余暇の過
ごし方について共有をした．数名の生徒のよく行う余
暇の過ごし方トップ 3 を発表してもらい，全体で共有
した．

余暇を過ごす意味について質問をしたところ，「ス
トレス発散」，「自ら選択をしていくもの」，「いやなこ
とを忘れる」，「気分転換」といった回答が見られた．
（2）2 時間目の授業実践

本時では，前時に記述した現在行っている余暇を卒
業後に継続させるためには，どのような力や資源が必
要かについて考え，発表する授業を展開した．さらに，
卒業後に挑戦してみたい余暇についても考える機会を
設けた．

生徒の中には，お金を稼ぐことができるようになり，
自由に使えるお金が増えることから「旅行をしたいが，
計画的にお金を使いたい」といった記述が見られた．
2.　ワークシートの記述

（1）生徒の振り返りシート並びにアンケートの記述
生徒のワークシートの記述として，表 2 のような結

果が得られた．生徒は，様々な興味・関心のある事柄
を記述していた．

生徒それぞれが，様々な興味関心，余暇の過ごし方
を記述していた．特に，部活動に取り組む生徒は学校
卒業後も継続していきたいことが伺えた．

授業の終末での振り返りシートには，表 3 の回答が
得られた．
（2）教員へのアンケート

教員 4 名から回答を経た．授業の成果と課題につい
て表 4 に整理した．

Ⅳ　まとめ
本授業実践の成果として，「自らの余暇について振

り返り，就職後の余暇の重要性について考えるきっか
け」が考えられた．生徒の振り返りシートの記述には，

「働き出してからも仕事と余暇のバランスを考えて生
活していく」，「日々の仕事に悪い影響が出ないように
余暇を楽しみ，心をリラックスできるようになりたい」
といったものが見られた．生徒自身卒業後の職業生活
を見越した余暇の在り方を考えることができた．

従来，卒業後の企業からは，特別支援教育の教員の
連携の中で，余暇を含む生活面の指導が在学中に必要
である事例が存在している（Maebara, K., 2022）．こ
のような状況を踏まえると，特別支援教育は，出口指
導を目指した活動ではなく，その後も生涯に渡り続い
ていく本人の発達を支援する視点を持つ必要があるだ
ろう．その際に，この移行を意識した支援を特別支援
教育の段階から考慮することは重要である．個々の余
暇内容を一方的に指導することを目指すのではなく，
余暇指導の重要性を教員が認識し，これに応じて生徒
も重要性を認識する．そして，それを卒業後に生徒が
実践できるような指導を目指していくことが大切であ
る．この授業では，このような一般就労を見越した視

図 1　1時間目の板書
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表	2　生徒の余暇に関するワークシートの自由記述の例

好きなこと，興味があること 現在の余暇の過ごし方
スニーカー
バスケ
中古屋
ご飯を食べに行く
推しのライブグッズ
小物，雑貨集め
サッカー
動画視聴
好きなものを食べる
音楽を聴く
温泉
ゲーム
お菓子作り
映画
買い物　
ビデオを見る
プロゲーマー
動画を作る
メイク研究
動物
楽器
空
旅に行きたい

音楽を聴く
バスケ
スニーカー
読書
友達と遊ぶ
ゲームのタスク消化
サッカー
車のゲーム
食べ物を食べる
ユーチューブを見る
スポーツ観戦
音楽を聴く
映画
ビデオ
カラオケ
買い物
ギター
お昼寝

表	3　振り返りシートの記述

学んだこと 考えたこと
・仕事する時間より余暇時間が長いこと
・余暇というのは自分がこれから生きてい

くモチベーションを保つために必要なこ
となんだとよく分かった

・卒業後の余暇時間について学べた
・余暇時間の大切さや余暇時間の方が仕事

をしている時間よりも長いと分かりまし
た

・余暇にはどのような意味があるのかとい
うことを知ることができた

・余暇の時間と仕事の時間がわかった
・働き始めたら自由な時間が減ってしまう

ので今のうちに遊んでおいた方がいいと
分かった

・仕事をしている時間より余暇時間の多さ
の違いがわかった

・仕事ばかりではなく余暇も必要だと思っ
た．次に頑張れるようになるということ
がよくわかった

・離職を抑止するものという見方があると
分かった

・趣味などに時間を使いたい
・自分がやりたいことはいっぱいあるので

少しずつそのやりたいことを消化してい
きたい

・今やっている余暇も続けて、社会に出た
ら今やってみたい余暇もできるようにし
たい

・自分が後悔しないようなお金の使い方を
する

・ストレスがたまらないようにちゃんと余
暇の時間を使います

・買い物したいです
・仕事や学校のリフレッシュがしたい
・旅行したい
・学校生活に影響が出ない程度にいろいろ

なことをしておこうと思った
・働き出してからも仕事と余暇のバランス

を考えて生活していく
・仕事をしていく上ですべて仕事に使うも

のではなく，気持ちのリフレッシュだっ
たり人との関係でも役立つと思うので余
暇の時間を大切にしながら生活していき
たい

・余暇の時間も多いと感じました．もっと
活躍するために計画を立てたいと思った

・日々の仕事に悪い影響が出ないように余
暇を楽しみ，心をリラックスできるよう
になりたい
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点を得るきっかけを提供するための試行的な実践であ
り，生徒の実践における感想等から，この実践の有効
性が示唆されたと考えられた．また，本実践を参観し
た教員からは，「余暇指導として何を指導するか，よ
くわかっていない」などの感想のほかに，今後の余暇
指導の授業に向けた視点を得たとの反応が得られ，今
後の指導の有用性についても示唆されたと考えられ
た．今後の移行支援の観点から展開する余暇指導の検
討の必要性が示唆されたと言える．

あくまでも本実践は 2 時間という試行的な実践であ
る．生徒においては，余暇について考えるきっかけを
与えた実践に過ぎないであろう．学校卒業後も授業内
容を活用しながら生活をしていくには，余暇指導内容
をより明確化し，多くの時間で単元を構成し，実践を
行う必要があるだろう．

また，障害の程度や生活経験の有無によって個々人
の余暇についての指導の方針は異なる．実際に一般就
労をしている生徒へのインタビュー調査など，職業生
活との結びつきを考えた余暇に関する研究をさらに進
め，特別支援教育における移行支援の実践として還元
していことが求められる．
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Summary
While support and education related to leisure 

education are provided in special needs schools, there 

is insufficient emphasis on leisure education focusing 
on the transition to work life after graduation. In 
this study, we implemented a practice that focuses 
on the importance of leisure time to students with 
intellectual disabilities in a special needs school who 
are transitioning to employment. The class practice 
consisted of activities in which students reflected on 
their current leisure activities and considered the 

“importance of leisure time” and “necessary skills 
for engaging in leisure activities.” The students' 
reflections after the class included sentiments such 
as, “I want to enjoy my leisure time and relax my 
mind so that it does not negatively impact my daily 
work” and “Once I start working, I will strive to 
balance work and leisure time in my life.” We aim 
to conduct further research and introduce practical 
interventions to support leisure time as students 
transition to work life after school.

Key Words : working life, special needs schools, 
in te l l ec tua l  d i sab i l i t i es ,  l e i sure , 
competitive employment 
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